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福井がねらう
先端産業
～県内技術の行く先～

県では、今後予想される人口減少や高齢化などによる県内の経済活
動の縮小に備え、『福井経済新戦略』を打ち出し、さまざまな施策
で県全体の経済活動をバックアップしています。その戦略の一つが
「技術革新による新しい商品・サービスづくり」。宇宙産業や炭素繊
維といった先端産業分野への注目度も高まっています。
今回の特集では先端産業にフォーカスし、自社の技術を活かした先
端産業への参入に精力的な県内企業の取り組みを取材し、その思い
と今後への期待をお聞きしてきました。

福井県技術開発事業化ロードマップ一覧表
分　野 技術項目 開発すべき製品 売上目標

（2020年） 福井県の優位技術（代表的なもの）

環境・エネ
ルギー

①軽量化材料
航空機部材 500億円 炭素繊維強化複合材料製造・成形加工技術
自動車用部材 300億円 炭素繊維強化複合材料製造・成形加工技術
軽量部品 60億円 軽量金属部品・炭素繊維複合部材

②省エネ機器 次世代パワーデバイス 10億円 省電力高耐圧パワーデバイス製造技術
電気自動車用モーター 70億円 高性能モーター技術

③太陽光発電 太陽光発電テキスタイル 50億円 太陽光発電テキスタイル製造技術
有機系太陽電池 10億円 太陽電池構成部材の開発

④燃料電池 エネファーム 15億円 燃料電池構成部材の開発

⑤非石油系燃料 バイオ燃料 10億円 木材等を原料とするバイオ燃料の開発
FT合成燃料 15億円 FT合成用触媒、合成装置の開発

⑥二次電池 移動体用リチウム電池 600億円
（２製品合計）

自動車用電池材料の開発
定置型大型蓄電池 住宅用電池材料の開発

⑦植物工場 次世代植物工場 10億円 イオンビームによる生産量向上技術　等

⑧スマート技術 スマートコミュニティシステム 40億円 急速充電技術、オンデマンド交通システムの開発　等
クラウド関連製品 35億円 クラウドコンピューティング技術

⑨資源リサイクル 再利用希少材料 15億円 金属イオン回収技術、化学分離技術
バイオ系材料 90億円 バイオマス利用プラスチック開発、リサイクル炭素繊維技術

⑩原子力関連製品
原子力防護ウェア 10億円 通気性、柔軟性等に優れたウェアの開発
廃炉関連装置 10億円 レーザー切断・レーザー除染・原子炉解体技術
ロボット 30億円 耐放射線ロボット技術、遠隔操作技術

健康長寿・
快適生活

⑪医療機器 人体代替部材 30億円 高性能繊維加工技術、チタン等金属精密加工技術
医療器具・機器 50億円 チタン等金属精密加工技術

⑫介護用品
位置検知システム 10億円 RFIDテキスタイルの実用化
健康管理システム 10億円 ウェアラブルコンピュータ技術
介護ロボット 10億円 介護ロボットの開発

⑬快適生活製品
パーソナルスポーツウェア 100億円 快適機能テキスタイルの開発
食器・住宅内装材 70億円 軽量・断熱性プラスチックの開発
防火服・防火カーテン 10億円 極限機能テキスタイルの開発

⑭健康志向食品等 高付加価値食品 10億円 食品の高機能化
医薬品・化粧品・バイオ関連材料 50億円 県産品を活用した新用途開発

宇宙産業への参入促進
国の宇宙基本計画が改定され、今後
の宇宙機器産業の拡大が見込まれる
なか、県では 9月に「ふくい宇宙産
業創出研究会」を設立し、県内21企
業の参画がありました。先日行われ
た「北陸技術交流テクノフェア」で
も宇宙産業に関する展示や講演会な
どに多くの来場者・参加者があるな
ど、機運が醸成されつつあります。

【宇宙関連機材に利用されている福井の商品群】
ロケット…防音材、燃料タンク溶接治具、エ

ンジンケース、ブレーキパッド
人工衛星…搭載アンテナ、耐熱電子部品、

耐放射線めっき

医療産業への参入促進
眼鏡のチタン加工技術によ
る外科用手術器具の商品化
や、高い繊維技術を活かし
た人工血管の開発など、県
内企業の医療産業への進出
は近年話題に尽きません。
下記の目標を掲げ、福井県
もさらなる参入促進に積極的です。「ふくい医療産業創出研究
会」の活動強化や、医師、医療機器メーカーといった医療関係
者へのアピールにも力を入れていく予定です。

【数値目標】
売　　上…H25年：80億円→H32年：100億円
参入企業…H25年：30社→H32年：50社 
※医療機器産業の現状：国内医療機器市場…約2.6兆円

プロジェクト1

プロジェクト2

炭素繊維の新たな展開
県が特許を保有する「開繊」技術
を応用するなどし、現在、炭素繊
維複合材料を用いた橋梁補修・補
強技術の開発を目指しています。
炭素繊維大手企業と連携し、軽い・
強い・錆びないという材料の特性を活かし橋梁の長寿命化や維持管理費の
低減につながる“福井発”の工法を開発中です。

プロジェクト3

次世代農業技術の開発
従事者の高齢化や後継者不足が全国的に問題とな
っている農業において、農業機械の電動化・自動
化やビッグデータを利用した生産管理システムの
事業化を目指した取り組みを支援しています。

ウェアラブル製品の開発
繊維技術などを応用し、布にセンサーを装着して
脳波等を測定するウェアラブル製品の研究開発が
進められています。テキスタイルに直接電子回路
を印刷するため、これまでの硬い電子基板に比べ
着用した際の身体的負担が軽減されるほか、実装
するセンサーを変えることにより、さまざまな用
途に展開が可能です。

プロジェクト5 プロジェクト4

地域のイノベーションの仕組みをつくるため、県は本年度「ふくいオープンイノベーション推進機構」を立ち上げ、産学
官金が一体となった革新的なビジネスモデルや製品の開発を目指しています。ここでは同機構が実施する、５つの主な想
定プロジェクトをダイジェストでご紹介します。また、「福井県経済新戦略」の重点分野を基に本県企業による事業化が
期待でき、今後注力すべき製品・技術について開発スケジュールや事業化目標を定めた「福井県技術開発事業化ロードマ
ップ」の一覧もご紹介します。このように、本県でも幅広いジャンルの取り組みが行われています。

県が後押しする

『有望先端産業ダイジェスト紹介』

除草ロボット向け無接点充電
（ワイヤレス給電）システム

EV軽トラ向け大容量無接点
充電システム
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福井がねらう先端産業

来
場
者
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お

け
る
開
発
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
促
す
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
材

料
メ
ー
カ
ー
の
役
目
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
当
社
の
場
合
で
い

う
と
、
ド
ー
ム
状
に
加
工
し
た
サ

ン
プ
ル
を
見
た
有
名
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ブ
ラ
ン
ド
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
、

ド
ー
ム
を
二
つ
折
り
に
し
て
バ
ッ

グ
に
仕
上
げ
た
事
例
が
あ
り
ま

す
。
宇
宙
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を

は
じ
め
と
す
る
加
工
製
品
を
販
売

す
る
も
の
は
別
と
し
て
、
我
々
の

材
料
を
お
使
い
い
た
だ
く
上
で
の

ご
提
案
す
る
半
製
品
に
留
め
て
お

「
織
物
で
な
く『
材
料
』」

意
識
の
転
換
が
光
明
導
く

　

宇
宙
分
野
へ
の
進
出
を
足
掛
か

り
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
建
築
な
ど
他

分
野
へ
の
展
開
も
進
む
同
社
の
製

品
。
と
り
わ
け
欧
州
で
は
、
竹
か

ご
に
代
表
さ
れ
る
和
の
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、
伝
統
と
新
素
材
と
い
う
異

色
の
組
み
合
わ
せ
が
高
い
評
価
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。「
三
軸
織

物
で
形
作
ら
れ
る
六
角
形
は
、
人

間
の
網
膜
や
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
な
ど

安
定
構
造
と
し
て
自
然
界
に
多
数

存
在
し
て
い
ま
す
。
機
能
性
と
デ

ザ
イ
ン
性
が
両
立
で
き
て
い
る
点

も
評
価
い
た
だ
け
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

数
多
く
の
展
示
会
に
出
展
し
た

経
験
を
踏
ま
え
、「
で
き
る
だ
け
、

状
保
持
力
や
復
元
力
の
高
さ
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
画
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　
「
宇
宙
分
野
と
い
う
と
、『
先
進

的
な
材
料
を
扱
う
先
端
産
業
』
の

イ
メ
ー
ジ
を
受
け
そ
う
で
す
が
、

実
は
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
と
知
恵
の
積

み
重
ね
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

の
で
す
。
気
持
ち
が
折
れ
そ
う
に

な
っ
て
も
地
道
に
や
る
し
か
道
は

あ
り
ま
せ
ん
」。
宇
宙
分
野
に
お

い
て
も
常
に
先
を
見
た
新
規
開
発

の
命
題
が
あ
り
、「
こ
れ
ら
を
開

発
し
て
行
か
な
け
れ
ば
我
が
社
は

な
く
な
る
」
と
い
う
技
術
の
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
重
要
性
を
強
調

し
ま
す
。

の
展
示
会
で
は
、
来
場
者
は
明
ら

か
に
目
的
意
識
を
持
っ
て
来
て
い

ま
し
た
。
製
品
の
出
来
上
が
り
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
、
本
気
で
材
料
を

探
し
に
来
て
い
る
の
で
す
」

「
技
術
の
寿
命
は
短
命
」
と

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
注
力

　

も
っ
と
も
、「
当
初
は
宇
宙
分

野
で
の
利
用
を
想
定
し
て
お
ら

ず
、
宇
宙
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
も

知
見
も
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
酒
井
氏
。「
相
手
と
同

じ
土
俵
で
話
せ
る
よ
う
、
宇
宙
の

こ
と
を
深
掘
り
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
決
心
し
、
宇
宙
分
野
に

特
化
す
る
「
選
択
と
集
中
」
の
方

針
を
と
り
ま
し
た
。

　

そ
の
選
択
が
功
を
奏
し
、
5
年

先
、
10
年
先
を
見
据
え
た
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
多
く
関
わ
る
こ

と
に
。
近
年
で
は
、
宇
宙
航
空
開

発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
や
東
京
大

学
な
ど
と
協
同
で
「
イ
ン
フ
レ
ー

タ
ブ
ル
構
造
」
の
技
術
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。
同
技
術
は
、
膨
張

可
能
（
イ
ン
フ
レ
ー
タ
ブ
ル
）
な

三
軸
織
物
を
折
り
た
た
ん
で
人
工

衛
星
で
打
ち
上
げ
、
宇
宙
空
間
で

膨
張
さ
せ
る
と
い
う
も
の
。
折
り

た
た
ん
で
も
繊
維
が
傷
つ
か
ず
、

元
の
形
に
復
元
し
よ
う
と
す
る
形

米
の
複
合
材
展
示
会
出
展
が

宇
宙
分
野
へ
の
足
掛
か
り
に

　

三
軸
織
物
と
は
、
通
常
の
織
物

と
違
い
「
縦
・
横
・
斜
め
」
の
三

方
向
か
ら
繊
維
を
通
し
て
作
る
織

物
を
い
い
、
世
界
で
唯
一
、
同
社

が
製
造
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

同
社
と
三
軸
織
物
と
の
関
係
は

1 

9 

8 

8
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
当
時
の
親
会
社
が
新
事
業
を

立
ち
上
げ
る
に
当
た
り
、「
と
に

か
く
強
い
繊
維
を
作
る
」
と
い
う

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
立
て
た
こ
と
か

ら
、
三
軸
織
物
の
研
究
を
進
め
て

い
た
米
国
企
業
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

　

費
用
的
に
折
り
合
わ
ず
当
初
は

開
発
を
断
念
し
た
も
の
の
、
そ
の

企
業
が
繊
維
事
業
を
手
放
す
こ
と

に
な
り
、
逆
ア
プ
ロ
ー
チ
を
受
け

る
こ
と
に
。
酒
井
氏
は
「
機
械
を

買
い
取
り
、
直
ち
に
機
械
の
開
発

者
と
顧
問
技
術
契
約
を
結
び
、
入

手
し
た
機
械
の
構
造
等
の
開
発
を

進
め
ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

同
社
は
そ
の
後
、
鉄
と
比
べ
て

4
分
の
1
の
重
さ
で
10
倍
の
強
度

を
持
つ
と
い
う
「
炭
素
繊
維
」
で

三
軸
織
物
に
挑
戦
。
米
国
で
の
複

合
材
展
示
会
に
出
品
し
た
と
こ

ろ
、
現
地
の
人
工
衛
星
メ
ー
カ
ー

の
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。「
海
外

2010年６月、数々の困難を乗り越え地球に帰還した小惑星探査機『はやぶさ』。その
ドラマを陰で支えた企業の一つが、坂井市にあるサカセ・アドテック株式会社です。同
社は強みとする「三軸織物」で同探査機の開発に参画、通信用アンテナや導波管の素材
を納入した実績があります。従業員20人の企業による先端分野への挑戦。その経緯に
ついて、代表取締役の酒井慶治氏に伺いました。

常識破る「三軸織物」で
宇宙分野の一角担う
サカセ・アドテック株式会社

「宇宙関連産業」参入サカセ・アドテック株式会社
http://www.sakase.co.jp/
所 在 地：坂井市丸岡町下安田14－10
電話番号：0776－66－2115
代 表 者：酒井 慶治 氏
資 本 金：5,000万円
従業員数：20名
事業内容：三軸織物製造

酒井 慶治 氏

く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
話
し
ま

す
。

　

30
年
近
い
開
発
の
道
の
り
を
振

り
返
り
、「
大
変
だ
っ
た
こ
と
は

山
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
そ
も
そ
も

世
の
中
に
な
い
物
な
の
で
、
強
度

な
ど
の
規
格
を
自
分
た
ち
で
作
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
」と
酒
井
氏
。

試
作
品
の
反
応
が
今
一
つ
だ
っ
た

経
験
も
数
知
れ
ず
、「
織
物
で
な

く
『
材
料
』
を
販
売
す
る
た
め
に

は
何
が
必
要
か
と
い
う
意
識
の
転

換
で
よ
う
や
く
光
が
見
え
て
き
た

の
で
す
」
と
締
め
く
く
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

小惑星探査機はやぶさに搭載されたアンテナなど。
高い精度、軽量化など厳しい条件をクリアし採用されました。

展示会でも目を引く成形モデル。来場者のインスピレー
ションを促すため、敢えて実用性を無視したものに。

三軸織物の製造機械。一般的な織機とはまるで別物です。
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福井がねらう先端産業

が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
今
後
、
炭
素
繊
維
は
も
っ
と

一
般
的
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
」。
竹
林
氏
も
、「
近
年
は
、
炭

素
繊
維
開
繊
糸
織
物
に
着
色
し
、

意
匠
性
を
持
た
せ
る
こ
と
も
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
い
ろ
ん

な
分
野
に
広
が
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
用
途
展
開

に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

※
1　

開
繊
技
術
：
炭
素
繊
維
の
束
を
広
げ
て

薄
い
シ
ー
ト
状
に
す
る
技
術
。

※
2　

プ
リ
プ
レ
グ
：
炭
素
繊
維
に
樹
脂
を
含

浸
し
た
成
形
用
中
間
材
料
。
プ
リ
プ
レ
グ
を

積
層
な
ど
し
た
も
の
を
加
熱
硬
化
す
る
と
複

合
材
料
が
得
ら
れ
る
。

当
社
の
炭
素
繊
維
開
繊
糸
織
物
が

Ｆ
１
の
車
体
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
問
い
合
わ
せ
を
し
て

き
ま
し
た
。
高
品
質
が
求
め
ら
れ

る
航
空
機
な
ど
に
も
使
わ
れ
る
な

ど
、
近
年
、
炭
素
繊
維
が
一
つ
の

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
・
認
知
さ

れ
て
き
た
感
じ
は
あ
り
ま
す
ね
」。

　

し
か
し
、
国
内
で
実
際
に
行
わ

れ
て
い
る
炭
素
繊
維
複
合
材
の
成

形
加
工
は
世
界
生
産
量
の
わ
ず
か

6
％
。
現
在
は
、
主
に
海
外
で
成

形
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
炭
素
繊

維
が
世
に
出
て
40
年
。
ま
だ
歴
史

が
浅
い
素
材
な
ん
で
す
」
と
語
る

河
野
氏
。「
も
う
し
ば
ら
く
時
間

高
い
品
質
で
Ｆ
１
に
も
採
用

炭
素
繊
維
織
物
の
可
能
性

　

炭
素
繊
維
開
繊
糸
織
物
の
生
産

技
術
を
確
立
後
、
同
社
は
自
動
車

メ
ー
カ
ー
に
売
り
込
み
を
開
始
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
鉄
な
ど
の
材

料
と
比
べ
価
格
が
高
く
、
苦
戦
の

連
続
。
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
る
な

か
で
、
軽
量
化
を
使
命
と
す
る
競

争
用
自
動
車
の
Ｆ
１
レ
ー
ス
カ
ー

に
炭
素
繊
維
開
繊
糸
織
物
が
採

用
。
今
で
は
、
チ
ー
ム
の
半
数
以

上
に
使
わ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。

　
「
工
学
院
大
学
の
学
生
た
ち
も
、

進
め
な
が
ら
、
炭
素
繊
維
を
形
状

保
持
し
て
髪
の
毛
と
ほ
ぼ
同
じ
0.06

㎜
の
薄
さ
に
す
る
加
工
技
術
を
実

現
。
凹
凸
が
少
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な

炭
素
繊
維
開
繊
糸
織
物
の
製
織
を

可
能
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
表

層
に
積
層
す
る
だ
け
で
強
度
が
向

上
す
る
こ
と
か
ら
、
樹
脂
を
含
浸

さ
せ
た
プ
リ
プ
レ
グ（
※
2
）
な
ど

の
製
造
技
術
も
確
立
。
こ
れ
ら
は

「
世
界
で
、
わ
れ
わ
れ
し
か
で
き

な
い
こ
と
」
と
、
河
野
氏
は
胸
を

張
り
ま
す
。

　

同
社
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
株

式
会
社
サ
カ
イ
エ
ル
コ
ム
で
、
炭

素
繊
維
開
繊
機
等
の
設
備
も
開
発
。

高
機
能
・
高
品
質
な
炭
素
繊
維
関

連
製
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

素
繊
維
開
繊
糸
織
物
を
車
体
に
提

供
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
工

学
院
大
学
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
は
、

ク
ラ
ス
最
軽
量
を
実
現
。さ
ら
に
、

耐
久
走
行
が
可
能
な
剛
性
と
強
度

を
兼
ね
備
え
た
革
新
的
な
ソ
ー
ラ

ー
カ
ー
と
し
て
、
走
行
タ
イ
ム
部

門
で
堂
々
1
位
の
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

薄
く
凹
凸
が
少
な
い

炭
素
繊
維
織
物
の
製
織
を
実
現

　

同
社
が
炭
素
繊
維
の
研
究
に
取

り
組
ん
だ
の
は
、
約
12
年
前
。
当

時
、
福
井
県
が
特
許
を
持
つ
炭
素

繊
維
束
の
開
繊
技
術（
※
１
）に
基
づ

き
、
県
内
企
業
数
社
が
研
究
開
発

に
着
手
。
同
社
は
、
福
井
県
有
特

許
技
術
を
も
と
に
、
糸
を
薄
く
広

げ
て
織
る
加
工
技
術
の
確
立
を
目

指
し
ま
し
た
。

　
「
2 

0 

0 

4
年
に
、
テ
ク
ニ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
朝
日
事
業
所
を
開
設

し
、
複
合
部
材
開
発
グ
ル
ー
プ
で

炭
素
繊
維
の
研
究
に
か
か
り
ま
し

た
。そ
れ
か
ら
人
が
増
え
て
い
き
、

2 

0 

1 

3
年
に
複
合
部
材
事
業
部

を
設
置
し
た
ん
で
す
」
と
振
り
返

る
竹
林
氏
。ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
、

炭
素
繊
維
の
研
究
で
博
士
号
を
取

得
し
た
方
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

同
社
は
産
官
学
の
共
同
研
究
を

軽
量
化
と
強
度
を
両
立
し

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
が
準
優
勝

　

今
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
、
世

界
最
大
級
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
レ
ー

ス「
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン 

ワ
ー
ル
ド
ソ

ー
ラ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
2 

0 

1 

5
」。

そ
の
ク
ル
ー
ザ
ー
ク
ラ
ス
で
、
同

社
の
炭
素
繊
維
開
繊
糸
織
物
を
使

用
し
た
工
学
院
大
学
の
ソ
ー
ラ
ー

カ
ー
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　
「
実
は
、
工
学
院
大
学
に
炭
素

繊
維
開
繊
糸
織
物
を
提
供
す
る
の

は
、
今
回
で
2
回
目
な
ん
で
す
」

と
語
る
竹
林
氏
。
工
学
院
大
学
が

国
際
レ
ー
ス
に
初
参
戦
し
た
の

は
、
2 

0 

1 

3
年
。
車
体
の
一
部

に
炭
素
繊
維
開
繊
糸
織
物
を
取
り

入
れ
挑
戦
し
た
も
の
の
、
強
風
で

完
走
を
逃
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

炭
素
繊
維
開
繊
糸
織
物
を
ボ
デ
ィ

部
分
の
す
べ
て
に
採
用
。
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
、
見
事
、
準
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

　

太
陽
光
だ
け
を
原
動
力
と
す
る

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
化
の
た
め
に
車
体
の
軽
量
化

が
命
題
で
す
。
そ
こ
で
着
目
し
た

の
が
、
同
社
の
薄
く
て
軽
く
強
度

を
備
え
た
炭
素
繊
維
開
繊
糸
織
物

だ
っ
た
そ
う
。
学
生
た
ち
か
ら
協

力
の
要
望
を
受
け
、
同
社
は
東
邦

テ
ナ
ッ
ク
ス
と
共
同
開
発
し
た
炭

高度な染色加工技術を軸に、独自のテキスタイル事業を展開するサカイオーベックス株
式会社。資材事業部門では、複合部材事業として炭素繊維開繊糸織物の製造・販売を行
っています。今年10月には、同社の炭素繊維開繊糸織物を使った工学院大学（東京都）
のソーラーカーが、世界最大級のレースで準優勝。優れた機能性を広くアピールしまし
た。複合部材の開発および普及への取り組みを、技術部門長兼株式会社サカイエルコム
代表取締役の竹林久一氏と、複合部材事業部長代理の河野弘樹氏に伺いました。

ソーラーカーからF 1まで
炭素繊維開繊糸織物が活躍
サカイオーベックス株式会社

「炭素繊維」世界へ！サカイオーベックス株式会社
所 在 地：福井市花堂中 2丁目15－1（本社）
電話番号：0776－36－5800
代 表 者：松木 伸太郎 氏
資 本 金：46億5,504万円
従業員数：501名
事業内容：各種繊維品の染色、テキスタイルの企画・製造・販売、

炭素繊維開繊糸織物の製造・販売等

竹林 久一 氏河野 弘樹 氏

半球形パーツで直径30㎜など、高い技術で小さなパーツの成形も可能に。
また、手前の半球形パーツのように、得意とする染色技術で着色も実現。

開繊糸織物を用いることで軽量化と機械的強度の向上が可能となります。

オーストラリアを舞台に行われたソーラーカーレースの様子。
クラス最軽量のボディーの実現に同社の材料が活かされました。
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福井がねらう先端産業

ど
「
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
」
と
い
っ
て

も
そ
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

そ
の
中
で
も
眼
鏡
型
端
末
の
優
位

性
を
三
輪
氏
は
こ
の
よ
う
に
語
り

ま
す
。

　
「
人
間
は
外
か
ら
入
っ
て
く
る

情
報
の
90
％
を
目
と
耳
か
ら
収
集

し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
眼
鏡
は

そ
の
ど
ち
ら
と
も
近
い
と
こ
ろ
に

身
に
つ
け
る
ア
イ
テ
ム
。
ウ
ェ
ア

ラ
ブ
ル
の
流
れ
は
眼
鏡
業
界
に
と

っ
て
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ

て
い
ま
す
」。

　

現
在
、
知
り
合
い
の
Ｉ
Ｔ
企
業

経
営
者
に
端
末
を
貸
し
、
そ
れ
を

活
か
し
た
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
完

成
を
待
っ
て
い
る
と
同
氏
。「
ア

プ
リ
を
作
る
人
や
流
通
に
関
わ
る

人
、
行
政
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人

が
面
白
が
っ
て
参
入
す
る
こ
と

で
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
業
界
も
一
気

に
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
、
今
後
の
展
開
へ
の
期
待

を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

の
高
い
品
質
が
ビ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス

社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
満
足
さ
せ
、
今
で

は
同
端
末
に
付
属
し
て
パ
ッ
ケ
ー

ジ
販
売
さ
れ
る
フ
レ
ー
ム
と
し
て

全
世
界
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
の
可
能
性

眼
鏡
業
界
へ
の
広
ま
り
に
期
待

　

こ
れ
よ
り
以
前
に
も
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
と
の
共
同
開
発
で
眼
鏡
型

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
を
開
発
し
て

い
た
同
社
。
実
際
の
工
事
現
場
な
ど

で
、
作
業
員
が
着
け
た
端
末
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
現
場
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
映
像
を
、
遠
隔
地
の
モ
ニ
タ

ー
で
見
な
が
ら
技
術
者
が
指
示
を

出
す
、
と
い
っ
た
使
い
方
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
他
に
も
三
輪
氏
の
頭

の
中
に
は
、
使
い
道
に
関
し
て
多

く
の
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
「
ア
メ
リ
カ
の
大
手
配
送
業
者
の

倉
庫
で
は
仕
分
け
作
業
に
実
際
に

使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
し
、
例

え
ば
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
と
組
み
合

わ
せ
る
と
、
眼
鏡
を
か
け
て
街
を

歩
く
だ
け
で
指
名
手
配
犯
の
逮
捕

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
漢
字
の
読

め
な
い
海
外
か
ら
の
旅
行
者
へ
貸

し
出
せ
ば
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
日
本

語
メ
ニ
ュ
ー
を
音
声
で
オ
ペ
レ
ー

ト
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
よ
ね
」。

　

腕
時
計
型
、
ヘ
ッ
ド
ギ
ア
型
な

こ
だ
わ
っ
た
フ
ィ
ッ
ト
感

鯖
江
品
質
が
世
界
モ
デ
ル
へ

　

こ
れ
ま
で
に
も
カ
ー
ボ
ン
素
材

を
使
っ
た
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
を
開
発

す
る
な
ど
、
元
々
目
新
し
い
こ
と

へ
の
挑
戦
が
好
き
だ
と
話
す
三
輪

氏
。
ビ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
社
か
ら
開

発
依
頼
を
受
け
た
際
も
、「
こ
れ
か

ら
の
展
開
が
楽
し
み
な
新
し
い
市

場
。
マ
ン
ガ
の
世
界
が
現
実
に
な

る
よ
う
で
面
白
そ
う
」
と
二
つ
返

事
で
飛
び
つ
い
た
と
話
し
ま
す
。

　

既
に
欧
米
向
け
の
同
端
末
用
の

フ
レ
ー
ム
は
あ
っ
た
も
の
の
、
顔

の
骨
格
の
違
い
で
日
本
人
に
は
合

わ
な
い
も
の
で
し
た
。
ア
ジ
ア
で

の
市
場
開
拓
を
図
る
ビ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ス
社
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
、

フ
レ
ー
ム
の
フ
ィ
ッ
ト
感
に
は
か

な
り
こ
だ
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
「
頭
に
し
っ
か
り
フ
ィ
ッ
ト
し

な
い
と
目
の
前
の
画
面
が
グ
ラ
つ

い
て
と
て
も
見
に
く
い
。
装
置
自

体
の
重
さ
（
約
70
ｇ
）
で
な
る
べ

く
傾
き
が
出
な
い
よ
う
に
、ま
た
、

ス
ピ
ー
カ
ー
が
耳
の
位
置
と
し
っ

か
り
合
う
よ
う
に
ス
ト
ッ
パ
ー
を

工
夫
し
て
い
ま
す
」。
と
〝
眼
鏡

屋
〞
と
し
て
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が

活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
初
ア
ジ
ア
向
け
専
用
フ
レ
ー

ム
と
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
の
、
そ

来年１月に東京ビッグサイトで行われる「ウェアラブルEXPO」への出展を控えるなど、
本県はウェアラブル業界への参入支援を本格化しています。こうしたなか、眼鏡枠企画
製造の株式会社三工光学は、米国企業ビュージックス社の依頼を受け、ウェアラブル端
末用の眼鏡フレームを開発しました。新たな分野に向けての意気込みや期待などを代表
取締役の三輪英樹氏に伺いました。

眼鏡技術でウェアラブル業界へ
広がる可能性と参入のチャンス
株式会社三工光学

重ねた研究が実現したフィット感で、端末の重さによる傾きを
感じさせません。左右どちらも装着可能なアタッチメント付きです。

「ウェアラブル」がいよいよ本格始動！株式会社三工光学
所 在 地：鯖江市北野町2－13－12
電話番号：0778－52－0353
代 表 者：三輪 英樹 氏
資 本 金：1,500万円
従業員数：70名
事業内容：眼鏡フレーム・サングラ

スの企画・製造・販売

三輪 英樹 氏

「ウェアラブル端末」の今をご紹介

アメリカのあるリサーチ会社によると、ウェアラブル市場は2020年に約1,200億円の規模になると予想されています。現在
はスマートフォンやクラウドとの連携を前提としたものが多く、ハード、ソフトの両面で注目されています。

【主流はこちらの３タイプ】

【さらに深く知りたい方は…】

①腕時計型 ②リストバンド型 ③眼鏡型

米アップル社の「Apple Watch」な
どはスマートフォンとの連動で通話
やメッセージの送受信などさまざま
なことが腕の上でできる。今後アプ
リが増えることで、さらに可能性も
広がる予想。

心拍数や歩数などの運動をトラッキ
ングすることができ、健康管理や医
学研究などの分野に活用できると期
待されている。スマホなどにデータ
を送って、日々の生活記録を残すこ
ともできる。

手を使わずにそのままデバイスの操
作ができるのが最大のメリット。目
と耳の両方に直接的に働きかける特
徴を活かし、工事現場での配線作業
や手術など、手を使う業務で重宝し
そうだ。

ウェアラブル端末の活用と技術の総合展、第 2回ウェアラブルEXPOが開催さ
れます。本県からも多くの企業が出展予定。ウェアラブルの最新製品・技術を
知る絶好の機会となります。
・会　期／2016年 1 月13日（水）～15日（金）10：00～18：00（最終日は17：00終了）
・会　場／東京ビッグサイト
・主　催／リード エグジビジョン

炭素繊維を使ったフレーム開発も。機能面と意匠の両方
に活かされています。

2012年発売のメガネ型webカメラデバイス「viewっとめがね」
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福井がねらう先端産業

北陸技術交流 テクノフェア北陸技術交流 テクノフェア
2015レポート2015レポート

産業・技術のトレンドを紹介産業・技術のトレンドを紹介

　今後の市場拡大も期待され、開発競争の激化
も予想されるパワードスーツ。本県での動きも
活発で、農業、水産業、原発関連などといった
さまざまな業界で導入されつつあります。今後さ
らに人材確保が大きな課題となってくる1次産
業などへの需要が見込まれます。会場のステー
ジでは越前市の開発会社アクティブリンク株式
会社によるパワードスーツのデモンストレーシ
ョンが行われるなどし、注目を浴びていました。

　会場でもひと際目を引いていたのが、展示会
の“受付嬢”を務めた株式会社東芝が開発した人
型ロボット「地平アイこ」。地方での一般公開
は今回が初めてとのことで、来場者は間近で様
子を見るなど興味津々でした。今後、介護・医
療、教育、エンターテイメントなど幅広い分野
で新たなビジネスの誕生につながりそうです。

次世代ロボット
01 負担軽減アシストスーツ／アクティブリンク株式会社

02 コミュニケーションロボット「地平アイこ」／株式会社東芝

　今年で26回目を数える、北陸最大級の総合技術展示会「北陸技術交
流 テクノフェア」。去る10月８日～９日の２日間、福井県産業会館で
行われ約16,000人の来場者でにぎわいました。新しい分野に挑戦する
企業の展示も多く、北陸の産業技術界の活気を感じました。ここではそ
こから見えてきた産業・技術のトレンドをダイジェストでご紹介します。

特 別 展

日本を変える！次世代型のものづくり
～ロボットと航空・宇宙・衛星分野のこれから～

　市場規模の拡大が期待される次世代産業のなかで、あらゆる場面において私たちをサポートしている「ロ
ボット」と、高い技術波及効果が見込まれ、高付加価値産業として注目が集まっている「航空・宇宙・衛
星」分野に関する技術が展示・紹介されました。

　2030年までに1,000億円市場になるとも言
われているドローンをはじめとする小型無人
機。空撮での使用はすでに行われていますが、
今後は災害現場での捜査や地形の測量、警備
セキュリティー、荷物の配送まで幅広い分野
での利活用が期待され開発が進められていま
す。会場の屋外では飛行デモも行われ、多く
の来場者が関心を寄せていました。

03 ドローンによる飛行デモ

宇宙博inふくい
　国が宇宙産業の市場拡大（今後10年間で約1.6倍の 5兆円）を
目指すなか、人工衛星の製造や運用、ソフトウェアの開発などに
おいて、優れた技術を有する県内企業の参入の可能性が広がって
います。
　県内企業の宇宙関連市場への進出を促進し、併せて宇宙産業へ
の県民の関心を高めるため、人工衛星をはじめとする宇宙産業の
高い技術力や利活用の状況について展示されていました。

航空・宇宙・衛星関連技術

■県内宇宙産業進出企業の製品展示

■航空機などに使用されている素材や模型の展示

セーレン株式会社
ロケットのフェアリング内部に
装着された防音ブランケット

株式会社SHINDO
ファンケース用炭素繊維基材

クラレファスニング株式会社
宇宙船内服に使用されたマジックテープ

株式会社ミツヤ
構造翼用炭素繊維UDシート

サカセ・アドテック株式会社
人工衛星はやぶさに搭載された

３種類のアンテナ

株式会社IHI
ターボエンジンカットモデル
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福井がねらう先端産業

そ
れ
が
、
よ
う
や
く
今
我
々
の

手
の
届
く
と
こ
ろ
に
下
り
て
き

た
わ
け
で
す
。

保
坂
：
新
技
術
を
製
品
化
し
て
い

く
に
は
、
技
術
に
目
ざ
と
く
先

見
性
の
あ
る
人
が
必
要
で
す
。

米
沢
先
生
を
は
じ
め
福
井
に
は

多
く
の
〝
目
利
き
〞
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

方
々
の
英
知
を
集
結
し
て
ぜ
ひ

新
し
い
も
の
を
作
り
た
い
。

米
沢
：
一
つ
の
と
こ
ろ
に
み
ん
な

の
意
識
を
つ
な
げ
る
仕
組
み

と
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
力
の

あ
る
人
。そ
の
体
制
が
整
え
ば
、

県
内
企
業
は
そ
れ
に
乗
っ
か
れ

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
に
お

持
ち
で
す
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技

術
・
特
性
は
も
っ
と
活
か
さ
れ

る
べ
き
で
す
。

保
坂
：
私
も
福
井
に
何
年
か
い

て
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
技
術
と

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
見
て
き
て
い

ま
す
。
何
と
か
一
つ
完
成
さ
せ

た
い
。忘
れ
て
い
け
な
い
の
は
、

足
元
の
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
守

る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で

自
社
の
技
術
や
事
業
規
模
に
合

わ
せ
て
、
一
つ
次
に
つ
な
が
る

テ
ー
マ
を
選
ん
で
い
く
こ
と
。

そ
の
両
建
て
が
必
要
で
す
し
、

私
自
身
そ
こ
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
市
場
で
す
よ
ね
。
こ
れ
が
で

き
る
の
は
ひ
ょ
っ
と
し
て
福
井

な
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
と
思
う
わ

け
で
す
。

米
沢
：
宇
宙
空
間
は
放
射
線
が
す

ご
く
、
半
導
体
の
誤
作
動
が
と

て
も
多
い
。
そ
こ
で
ワ
イ
ド
ギ

ャ
ッ
プ
半
導
体
が
活
か
せ
な
い

か
と
。
あ
る
い
は
、
ｅ
テ
キ
ス

タ
イ
ル
や
、
そ
の
他
こ
の
地
域

に
あ
る
先
端
素
材
が
活
か
せ
な

い
か
と
。
宇
宙
に
打
ち
上
げ
て

性
能
を
試
し
て
み
た
い
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

保
坂
：
準
備
と
し
て
、衛
星
メ
ー
カ

ー
の
悩
ん
で
い
る
課
題
を
1
つ

ず
つ
洗
い
出
し
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
先
の
話
で

す
が
、こ
の
半
導
体
を
守
る
技
術

が
確
立
す
れ
ば
、そ
れ
を
ク
ル
マ

に
切
り
売
り
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。今
後
ク
ル
マ
も
自
動

運
転
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
。半
導
体
を
ノ
イ
ズ
か
ら
守

る
技
術
は
さ
ら
に
必
要
性
を
増

す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

米
沢
：
宇
宙
が
実
証
実
験
の
場
に

な
り
ま
す
。
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
で

試
乗
体
験
が
あ
っ
た
燃
料
電
池

車
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
で
す
が
、

そ
の
燃
料
電
池
も
最
初
の
実
用

は
あ
の
ジ
ェ
ミ
ニ
宇
宙
船
で
し

た
。
1 

9 

6 

5
年
に
使
わ
れ
た

米
沢
：
は
い
。誰
も
確
証
を
持
っ
て

で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、テ
ー
マ
の
生
き
死
に
を
捉
え

ら
れ
る
か
が
大
き
い
で
す
。い
ず

れ
に
し
て
も「
何
も
や
ら
な
い
」

と
い
う
選
択
肢
が
一
番
マ
ズ
イ

こ
と
は
間
違
い
な
い
。新
事
業
や

新
技
術
へ
の
展
開
は〝
宝
く
じ
〞

で
は
な
く
て〝
投
資
〞だ
と
思
い

ま
す
。今
の
人
工
衛
星
の
話
も
そ

の
一
つ
で
す
ね
。

―
今
後
展
開
が
期
待
さ
れ
る
計
画
な

ど
、お
考
え
の
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

保
坂
：
こ
れ
も
人
工
衛
星
の
話

に
は
な
り
ま
す
が
、
材
料
面
で

一
つ
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば

「
越
前
和
紙
」を
衛
星
の
筐き

ょ
う

体た
い

に

使
え
な
い
か
。
越
前
和
紙
と
い

う
と
、現
状
と
か
く〝
伝
統
工
芸

品
〞に
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ

を
工
業
界
に
引
っ
ぱ
り
出
せ
た

ら
面
白
そ
う
だ
と
思
い
ま
せ
ん

か
？

米
沢
：
な
る
ほ
ど
、
面
白
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
す
ね
！
私
は
和
紙
も

そ
う
で
す
が
、「
布
」
も
考
え

て
い
ま
し
た
よ
。

保
坂
：
そ
れ
も
大
い
に
あ
る
と
思

い
ま
す
よ
。
世
界
で
は
2 

0 

2 

0
年
代
、
1
万
基
も
の
人
工
衛

星
が
打
ち
上
げ
を
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
取
り
に
い
き
た

や
す
い
土
壌
と
い
え
ま
す
。
福

井
の
経
営
者
の
地
元
愛
も
こ
う

い
っ
た
場
合
プ
ラ
ス
に
働
き
ま

す
ね
。

保
坂
：
一
昔
前
だ
っ
た
ら
新
技
術

の
開
発
を
持
ち
か
け
て
も
「
今

は
大
企
業
に
納
め
る
の
に
必
死

で
す
」
で
終
わ
っ
て
い
た
で
し

ょ
う
。
し
か
し
今
は
恐
ら
く
そ

う
で
は
な
い
。
気
が
付
い
て
い

る
と
こ
ろ
は
動
き
出
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現

状
に
甘
え
る
だ
け
で
な
く
、
先

を
見
た
行
動
が
必
要
な
時
期
だ

と
は
思
い
ま
す
ね
。

米
沢
：
全
く
そ
う
で
す
ね
。
人
間

も
技
術
も
同
じ
で
こ
の
世
に
不

死
身
は
あ
り
ま
せ
ん
。
技
術
な

ん
て
早
死
に
す
る
も
の
も
案
外

多
い
（
笑
）。
今
と
て
も
良
心

的
に
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
製

品
を
作
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

根
底
か
ら
そ
れ
が
要
ら
な
い
世

界
が
で
き
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。こ
こ
で
言
う
ま
で
も
な
く
、

経
営
者
の
方
は
常
に
そ
れ
を
肌

身
で
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

保
坂
：
一
方
で
ア
ナ
ロ
グ
に
立
ち

返
る
動
き
な
ん
か
も
あ
り
ま
す

よ
ね
。
社
会
の
ニ
ー
ズ
と
共
に

提
供
し
て
い
く
技
術
も
変
え
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

と
ウ
チ
で
や
っ
て
る
余
裕
あ
る

の
？
」と
な
っ
て
し
ま
う
。限
ら

れ
た
人
員
で
足
元
の
仕
事
に
集

中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す

し
、そ
れ
も
当
然
の
こ
と
で
す
。

 

し
か
し
、
私
が
新
入
社
員
の

頃
の
話
で
す
が
、
当
時
の
ホ
ン

ダ
の
事
業
は
2
輪
が
中
心
。
そ

ん
な
中
、
先
を
見
据
え
た
4
輪

や
ア
ル
ミ
な
ど
の
新
材
料
の
開

発
に
な
ん
と
研
究
員
の
3
割
の

人
員
を
割
い
て
い
ま
し
た
。
あ

れ
に
は
驚
き
ま
し
た
が
、
し
っ

か
り
と
今
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
福
井
の
企
業
も
コ
コ
！
と

い
う
分
野
が
あ
れ
ば
思
い
切
っ

て
そ
れ
を
目
指
し
て
前
に
進
ん

で
ほ
し
い
。
も
ち
ろ
ん
ハ
イ
リ

ス
ク
で
は
あ
り
ま
す
が
、
リ
ス

ク
を
回
避
す
る
の
が
米
沢
先
生

の
仰
る
通
り
産
学
官
金
の
連
携

で
あ
り
、
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

米
沢
：
大
企
業
に
し
か
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
反
対
に

中
小
だ
か
ら
こ
そ
の
強
み
も
あ

り
ま
す
。
大
企
業
と
違
っ
て
企

業
の
ト
ッ
プ
が
次
々
に
と
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
10
年
掛
か
る
よ

う
な
社
長
さ
ん
の
頭
の
中
に
あ

る
長
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
賛
同

者
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
と
め

る
人
さ
え
い
れ
ば
、
形
に
な
り

ノ
ウ
ハ
ウ
を
応
用
、
拡
大
、
展

開
し
て
新
し
い
エ
リ
ア
に
入
っ

て
い
こ
う
」
が
全
て
だ
っ
た
と

こ
ろ
を
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
は

今
後
も
絶
対
に
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
が
、
今
回
は

そ
れ
ら
を
〝
踏
み
台
〞
に
し
て

新
し
い
モ
ノ
を
作
る
、
初
め
て

の
「
新
し
い
産
業
創
生
」
へ
の

挑
戦
と
私
は
理
解
し
て
い
ま
す
。

米
沢
：
お
っ
し
ゃ
る
通
り
ど
ち
ら

も
や
っ
て
い
く
べ
き
で
す
ね
。

た
だ
そ
こ
で
、
い
つ
も
問
題
と

な
る
の
は
研
究
が
モ
ノ
に
な
る

ま
で
の
時
間
で
す
。
ふ
つ
う
技

術
の
発
見
か
ら
世
の
中
に
出
る

ま
で
に
10
年
ほ
ど
は
掛
か
り
ま

す
。
そ
こ
か
ら
産
業
化
、
拡
大

発
展
し
て
い
く
ま
で
に
さ
ら
に

時
間
を
要
す
る
。
企
業
単
独
で

は
そ
こ
が
ネ
ッ
ク
で
長
期
の
研

究
が
や
り
に
く
く
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
は
そ

れ
が
や
り
易
い
環
境
を
整
え
る

意
味
合
い
も
あ
り
ま
す
。
10
年

間
の
我
慢
を
す
る
に
は
マ
ン
パ

ワ
ー（
個
々
の
力
＋
そ
れ
ら
を

つ
な
ぐ
力
）
と
資
金
的
な
援
助

も
不
可
欠
で
す
か
ら
ね
。

保
坂
：
確
か
に
。
最
先
端
の
新

し
い
も
の
を
作
ろ
う
！
と
な
っ

た
と
き
中
小
で
は「
そ
ん
な
こ

―
ま
ず
は
現
在
携
わ
ら
れ
て
い
る
事

業
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

保
坂
：
高
齢
化
す
る
農
業
の
生
産

性
向
上
を
め
ざ
し
、
4
年
前
よ

り
は
じ
め
た
次
世
代
農
業
研
究

会
の
な
か
で
、
衛
星
活
用
農
業

の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
衛

星
を
利
用
し
て
田
ん
ぼ
の
ス
ペ

ク
ト
ル
分
析
し
、
3
Ｄ
デ
ー
タ

か
ら
食
味
ま
で
判
別
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
そ
ん
な
中
こ

の
春
「
福
井
県
民
衛
星
構
想
」

が
持
ち
上
が
り
、
現
在
こ
の
事

業
計
画
の
具
現
化
に
向
け
て
踏

み
出
し
始
め
て
い
ま
す
。

米
沢
：
一
昔
前
と
違
っ
て
、
衛
星

も
打
ち
上
げ
る
こ
と
だ
け
が
目

的
に
な
っ
て
は
ダ
メ
で
、
こ
れ

か
ら
は
そ
の
後
の
事
業
展
開
ま

で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
で
す

か
ら
ね
。

保
坂
：
え
え
。そ
れ
に
加
え
て
宇
宙

事
業
の
中
に
新
し
い
こ
と
を
組

み
込
ん
で
行
か
な
い
と
後
追
い

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。県
民
衛

星
活
用
事
業
の
中
で
は
、
人
工

衛
星
と
Ｕ
Ａ
Ｖ（
無
人
航
空
機
）

や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
と
連
携
し
た
、

新
し
い
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
検
討
し
始
め
て
い
ま
す
。

 

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
機
構
が
発
足
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
は
「
福
井
の
技
術
・

福井大学　産学官連携本部 本部長
米沢　 晋 氏
福井大学 教授
無機フッ素化学など材料科学、材料工
学を専門分野として研究を進めている。
産学官金連携のなかで「知」の要とし
て地域のさまざまな課題解決に貢献し
ている。

福井県産業労働部　プロジェクトマネージャー
保坂 武文 氏
元 株式会社本田技術研究所
常務取締役 エンジン開発総責任者
各種プロジェクト立上げに関わり、本
県の技術・産業の加速化に尽力してい
る。

福井の力で宇宙産業へ参入
福井大学産学官連携本部の本部長である米沢晋氏と、元株式会社本田技術研究所の開発者で現在は県
のプロジェクトマネージャーを務められている保坂武文氏。福井の技術と産業界の変遷をそれぞれの
視点から見続けてきたお二人に、これからの福井の宇宙・先端産業への期待と、県内企業へのメッセ
ージを語っていただきました。

対談企画

保坂 武文 氏

米沢 晋 氏
×
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生
活
の
中
で
灯
を
愛
で
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案

　
『
Ａ
Ｎ
Ｄ
О
Ｎ
』
は
、
日
本
古

来
の
行
燈
を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ

ン
。
上
面
を
窪
ま
せ
た
構
造
で
、

和
ろ
う
そ
く
特
有
の
炎
の
揺
ら
ぎ

を
、
薄
い
ロ
ウ
の
壁
を
透
か
し
て

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

芯
の
太
さ
と
円
柱
の
バ
ラ
ン
ス

で
、
倒
れ
に
く
い
よ
う
設
計
。
転

倒
の
不
安
が
少
な
く
、
部
屋
の
中

で
安
全
安
心
に
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

大
阪
な
ど
大
都
市
圏
か
ら
和
ろ
う

そ
く
を
求
め
る
問
い
合
わ
せ
が
増

え
て
き
ま
し
た
」
と
業
界
の
現
状

を
語
る
大
津
氏
。
そ
う
し
た
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
べ
く
、
同
社
は
約
10

年
前
か
ら
県
外
に
も
販
路
を
拡

大
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
始

め
ま
し
た
。

　

ほ
ぼ
同
時
期
に
、
大
津
氏
は
和

ろ
う
そ
く
作
り
に
欠
か
せ
な
い
木

型
を
製
作
す
る
職
人
の
減
少
に
も

直
面
し
て
い
ま
し
た
。「
和
ろ
う

そ
く
は
、
木
型
に
芯
を
入
れ
ロ
ウ

を
流
し
込
ん
で
作
り
ま
す
。で
も
、

こ
の
木
型
を
作
る
人
が
い
な
く
な

っ
て
き
た
。
自
社
で
木
型
を
作
る

よ
う
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
製

作
に
時
間
が
か
か
る
上
、
材
料
も

入
手
困
難
に
な
っ
て
き
た
ん
で

す
」。

　

そ
ん
な
な
か
、
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
に
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
が
導
入

さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
大
津
氏
。

時
代
と
と
も
に
変
化
す
る

和
ろ
う
そ
く
作
り
に
対
応

　
「
私
た
ち
が
昔
な
が
ら
の
和
ろ

う
そ
く
作
り
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
福
井
県
民
の
生
活
の
中
に

仏
教
文
化
が
息
づ
い
て
い
る
か
ら

で
す
。
他
県
で
は
宗
教
離
れ
な
ど

で
20
年
前
ほ
ど
か
ら
廃
業
す
る
和

ろ
う
そ
く
屋
が
急
増
し
、
東
京
や

3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、

現
代
の
和
ろ
う
そ
く
を
提
案

株
式
会
社
小
大
黒
屋
商
店

Vol.16

完成への
道のり

商品はどのようなプロセスで完成
されていくのか。
企業によるアイデアの創出から新
商品誕生までの開発ストーリーを
紹介します。

近年、日本人の宗教離れや信仰心の薄さから、仏壇のない家が増えています。それ
に伴い仏壇に使う和ろうそくが生活の中から消えつつあるなか、1865（慶應元）
年の創業以来 和ろうそく、薫香、線香の製造販売を営む株式会社小大黒屋商店は、
現代のライフスタイルにあった和ろうそく『ANDОN（あんどん）』を工業技術セ
ンターと共同研究で開発。５年の歳月をかけた開発の経緯を、７代目 専務取締役
の大津竜一郎氏に伺いました。

ザ
イ
ン
の
自
由
度
、
製
作
時
間
の

短
さ
、
低
コ
ス
ト
、
小
ロ
ッ
ト
へ

の
対
応
な
ど
に
優
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
安
全
安
心
で
現
代
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
適
し
た
和
ろ
う

そ
く
作
り
に
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を

使
っ
て
取
り
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
2 

0 

1 

3
年
、『
Ａ
Ｎ
Ｄ

О
Ｎ
』
に
先
駆
け
て
、
デ
ザ
イ
ナ

ー
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
ア

ロ
マ
和
ろ
う
そ
く
『
灯
之
香
（
ほ

の
か
）』
が
完
成
。
美
し
い
和
紙

の
装
飾
と
円
柱
の
外
側
を
残
し
中

心
部
だ
け
が
溶
け
て
い
く
構
造

で
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
『
灯
之
香
』
で
浮
か
ん
だ
問
題

点
は
、そ
の
ま
ま
『
Ａ
Ｎ
Ｄ
О
Ｎ
』

に
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
修
正
を

施
し
な
が
ら
製
品
化
を
進
め
て
い

き
ま
し
た
。

大津 竜一郎 氏

　
「
日
用
品
と
し
て
長
い
サ
イ
ク

ル
で
使
っ
て
ほ
し
い
の
で
、
シ
ン

プ
ル
で
飽
き
の
こ
な
い
デ
ザ
イ
ン

を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
の
ぶ
ん
エ

ッ
ジ
の
角
度
な
ど
細
部
に
こ
だ
わ

り
、
何
度
も
試
作
を
繰
り
返
し
ま

し
た
」。
時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か

る
試
作
を
容
易
に
で
き
た
の
は
、

「
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
」

と
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。

　

完
成
し
た
『
Ａ
Ｎ
Ｄ
О
Ｎ
』
は
、

今
年
11
月
か
ら
販
売
開
始
。『
灯

之
香
』
と
『
Ａ
Ｎ
Ｄ
О
Ｎ
』
の
製

作
を
進
め
る
中
で
、
大
津
氏
は
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
デ

ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
も
参

加
。「
デ
ザ
イ
ン
に
大
事
な
こ
と

を
学
ん
だ
」
と
言
い
ま
す
。「
ど

う
い
う
思
い
で
、
ど
う
い
う
風
に

使
っ
て
も
ら
う
か
。
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
を
商
品
に
し
っ
か
り
織
り
込
む

こ
と
が
、
見
え
な
い
差
に
な
る
。

次
の
世
代
に
和
ろ
う
そ
く
を
継
承

す
る
た
め
に
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

よ
う
に
暮
ら
し
の
中
で
灯
火
を
愛

で
る
文
化
を
日
本
に
根
づ
か
せ
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
造
形
技
術
で
、

迅
速
・
低
コ
ス
ト
な
型
の
製
作
や

デ
ザ
イ
ン
設
計
が
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
」
と
考
え
、
5
年
前
に
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。
そ
れ
が

新
し
い
和
ろ
う
そ
く
『
Ａ
Ｎ
Ｄ
О

Ｎ
』
製
作
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
活
か
し

新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
模
索

　
『
Ａ
Ｎ
Ｄ
О
Ｎ
』
の
製
作
を
は

じ
め
た
頃
、
大
津
氏
に
は
あ
る
葛

藤
が
あ
り
ま
し
た
。「
東
日
本
大

震
災
が
お
き
、
計
画
停
電
で
和
ろ

う
そ
く
を
求
め
る
問
い
合
わ
せ
が

殺
到
し
た
ん
で
す
。
で
も
、
余
震

の
続
く
な
か
で
、
本
当
に
和
ろ
う

そ
く
を
安
全
安
心
に
使
っ
て
い
た

だ
け
る
の
か
と
悩
む
日
々
が
続
い

て
い
ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
大

津
氏
は
、
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
が
デ

株式会社小大黒屋商店
http://www.rousokuya.com/
所 在 地：福井市順化2－15－9
電話番号：0776－22－0986
代 表 者：大津 伊平 氏
資 本 金：1,000万円
従業員数：18名
事業内容：和ろうそく、線香、

製造販売

2013年度グッドデザイン賞を受賞したアロマ和ろうそく「灯
ほ の か

之香」。
シンプルな造形と機能性との両立が高評価を得ました。

カラフルなミニサイズの和ろうそく。従来の常識にとらわれない商品
展開もしています。
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材
も
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い
る

し
、
お
店
に
来
た
人
に
も
福
井
の

こ
と
を
よ
く
話
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
」。
約
半
年
か
け
て
出
来
上

が
っ
た
商
品
は
12
月
7
日
に
同
店

で
披
露
さ
れ
、
飲
食
関
係
者
な
ど

か
ら
高
い
評
価
を
得
た
そ
う
で

す
。「

再
編
集
」
キ
ー
ワ
ー
ド
に

県
内
全
市
町
の
網
羅
に
意
欲

　

若
手
職
人
へ
の
声
掛
け
か
ら
約

6
月
、
秋
元
氏
を
招
い
て
の
「
産

地
ツ
ア
ー
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
各

職
人
の
カ
タ
ロ
グ
商
品
を
ベ
ー
ス

に
、
秋
元
氏
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り

入
れ
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
重
ね

ま
し
た
。
器
の
厚
み
や
柄
と
い
っ

た
デ
ィ
テ
ー
ル
と
、
業
務
用
途
を

前
提
と
し
た
耐
久
性
と
の
両
立
に

腐
心
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
話
を
し
て
い
て
印
象
的
だ
っ

た
の
が
、
秋
元
さ
ん
が
と
に
か
く

福
井
が
大
好
き
だ
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
福
井
の
食

都
市
部
で
の
動
き
を
語
り
ま
す
。

コ
ラ
ボ
の
起
点
と
な
っ
た

ブ
ラ
ン
ド
大
使
イ
ベ
ン
ト

　

西
武
福
井
店
（
福
井
市
）
で
の

『
7
人
の
侍
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
』
な
ど
に
取
り
組
む
な
か
、
3

月
に
行
わ
れ
た
『
ふ
く
い
ブ
ラ
ン

ド
大
使
』
の
イ
ベ
ン
ト
で
出
会
っ

た
の
が
秋
元
氏
で
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
の
席
で
「
福
井
の
産
業
を
生
か

し
た
キ
ッ
チ
ン
ア
イ
テ
ム
を
作
り

た
か
っ
た
」
と
い
う
秋
元
氏
と
、

「
7
人
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
れ

ば
、
キ
ッ
チ
ン
ア
イ
テ
ム
が
一
通

り
で
き
る
の
で
は
」
と
い
う
熊
本

氏
の
思
惑
が
一
致
。
共
同
開
発
の

話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

秋
元
氏
は
、
1 

9 

8 

0
年
福
井

市
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
、
大
手

航
空
会
社
の
客
室
乗
務
員
を
経
て

料
理
人
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

若
手
職
人
か
ら
賛
同
者
を
募
る
こ

と
に
。
越
前
漆
器
＝
土
田
直
東
さ

ん
、越
前
和
紙
＝
栁
瀨
靖
博
さ
ん
、

越
前
焼
＝
泉
直
樹
さ
ん
、
越
前
打

刃
物
＝
岩
井
丈
さ
ん
、
若
狭
塗
＝

加
福
宗
徳
さ
ん
、
若
狭
め
の
う
細

工
＝
上
西
宗
一
郎
さ
ん
、
越
前
箪

笥
（
た
ん
す
）
＝
山
口
祐
弘
さ
ん
、

の
7
人
が
応
じ
、
映
画
『
七
人
の

侍
』
に
な
ぞ
ら
え
た
活
動
が
昨
年

7
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

熊
本
氏
は
「
東
日
本
大
震
災
以

降
『
絆
』
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
、

全
国
の
地
域
資
源
が
注
目
を
浴
び

る
潮
流
に
な
っ
て
い
る
」
と
も
。

「
最
近
、
都
会
の
い
ろ
ん
な
百
貨

店
に
行
く
機
会
が
多
い
の
で
す

が
、
各
百
貨
店
で
は
外
国
人
観
光

客
、
国
内
富
裕
層
向
け
に
『
ジ
ャ

パ
ン
・
ク
オ
リ
テ
ィ
』
を
打
ち
出

し
た
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
お
り
、

日
本
の
職
人
に
よ
る
商
品
を
大
々

的
に
打
ち
出
し
て
い
ま
し
た
」
と

「
首
都
圏
一
極
集
中
」
の

危
機
感
が
活
動
の
原
動
力

　
「
2 
0 
2 
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
期
に
、
今
以
上
に
人
や
経

済
の
一
極
集
中
が
進
む
の
で
は
と

い
う
危
機
感
を
抱
い
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
」。
熊
本
氏
は
、
着
想

の
き
っ
か
け
を
そ
う
明
か
し
ま
し

た
。

　
「
私
は
三
重
県
出
身
で
、
大
学

進
学
で
福
井
に
越
し
て
き
ま
し

た
。
県
外
出
身
だ
か
ら
か
『
福
井

の
人
に
と
っ
て
の
日
常
』
の
中
に

面
白
み
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
で
、

東
京
に
負
け
な
い
地
方
の
魅
力
を

と
調
べ
て
み
る
と
、
県
内
に
国
指

定
伝
統
的
工
芸
品
が
7
品
目
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
人
口
か

ら
考
え
る
と
7
品
目
っ
て
す
ご
い

こ
と
な
の
で
す
」

　

熊
本
氏
は
知
人
や
、
職
人
の
紹

介
を
経
る
な
ど
し
、
30
〜
40
代
の

若手の
チカラ。

伝
統
工
芸
若
手
グ
ル
ー
プ　

福
井
七
人
の
工
芸
サ
ム
ラ
イ

人
気
シ
ェ
フ
と
の
コ
ラ
ボ
で

伝
統
産
業
に
新
風
起
こ
す

今回は、県内７分野の若手伝統工芸職人が手を組み活動するグループ『７
人の侍』を紹介します。昨年夏、個人の呼び掛けでスタートした同グルー
プは、商品開発や展示会、ファッションショーなどの活動を重ね、このほ
ど、福井出身の人気シェフ・秋元さくら氏と取り組んだキッチンアイテム
『TSUBOMI』を発表しました。勤務する株式会社キッソオでの仕事のか
たわら同グループを立ち上げ、地域の伝統産業に新たな風を起こしつつあ
る熊本雄馬氏に話を伺いました。

このコーナーでは、若手のパワーでチャレ
ンジを続ける会社を紹介。若い力から成長
企業の元気の源を探ります。

第
11
回

「TSUBOMI」のリリースレセプションでの熊本氏と秋元さくら氏。
自身がシェフを務めるレストラン「モルソー」にて。

熊本 雄馬 氏

1
年
半
。「
僕
の
思
い
付
き
で
始

め
た
本
業
と
関
係
な
い
こ
の
事

業
。
今
で
こ
そ
会
社
も
応
援
し
て

く
れ
て
い
ま
す
が
、
当
初
か
ら
会

社
に
迷
惑
か
け
な
い
よ
う
全
く
予

算
な
し
で
物
事
を
進
め
る
こ
と
に

知
恵
を
絞
っ
て
い
ま
す
」
と
熊
本

氏
。「
7
人
の
職
人
が
各
産
地
で

根
を
下
ろ
し
確
か
な
技
術
を
も
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
お
金
を
掛
け

ず
に
、『
す
で
に
存
在
す
る
も
の

の
再
編
集
』
の
お
か
げ
で
多
少
な

り
と
利
益
が
で
て
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

声
掛
け
し
た
職
人
の
中
に
は
、

異
業
種
交
流
会
で
知
り
合
っ
た
人

も
い
る
と
い
い
、
自
ら
の
経
験
を

引
き
合
い
に
「
自
分
の
も
の
づ
く

り
に
新
た
な
風
を
と
考
え
る
方

は
、
工
場
か
ら
一
歩
外
に
出
て
、

自
分
の
考
え
を
誰
か
に
聞
い
て
も

ら
う
こ
と
か
ら
初
め
て
は
」
と
呼

び
掛
け
ま
す
。
県
内
に
は
、
国
指

定
の
伝
統
的
工
芸
品
だ
け
で
な

く
、
各
市
町
が
指
定
す
る
郷
土
工

芸
品
も
あ
り
、「
全
て
を
網
羅
す

る
よ
う
な
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

育
て
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
夢
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

福井 7人の工芸サムライ
http://fukui7samurai.wix.com/7samurai
FBページ：
https://www.facebook.com/sevensamuraifromfukui
所 在 地：鯖江市丸山町4－305－2
問い合わせ先：株式会社キッソオ
電話番号：0778－54－0355
担　　当：熊本 雄馬 氏

は
、「
予
約
が
と
れ
な
い
ビ
ス
ト

ロ
」
と
も
評
判
の
フ
ラ
ン
ス
料
理

店「
モ
ル
ソ
ー
」（
東
京
都
品
川
区
）

の
シ
ェ
フ
と
し
て
、
福
井
産
の
食

材
も
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
な
が

ら
腕
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
福
井
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
の
支
援
を
受
け

レセプションはグループのメンバーや関係者で大にぎわいの
様子。

都内各地で行われたグループの作品展示。福井の伝統工芸が広まりを
見せています。

発表された「TSUBOMI」の23点に及ぶ商品。東急ハンズを通じたネット通販などで取り
扱われます。
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イ
デ
ア
を
掛
け
合
わ
せ
、
試
行
錯

誤
で
作
っ
て
い
く
も
の
。
実
験
室

で
生
ま
れ
る
こ
と
は
少
な
い
で
す

ね
」。
と
他
業
種
と
の
つ
な
が
り

の
重
要
性
を
語
り
ま
す
。

　

何
千
年
と
続
い
た
ロ
ー
プ
の
歴

史
に
新
た
な
道
筋
を
見
出
し
た
同

社
。「
形
に
は
な
っ
た
が
、
も
の

と
し
て
は
生
ま
れ
た
て
。
成
熟
に

は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
必
要
で
す
。

こ
の
先
使
っ
て
み
て
初
め
て
わ
か

る
欠
点
も
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
」。
織
り
方
の
工
夫
や
材
料
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
よ

り
遥
か
に
改
良
の
幅
が
あ
る
と
考

え
、
ク
エ
ス
ト
ラ
イ
ン
へ
の
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
動
き
を
止
め
な

い
木
下
氏
。

　

今
後
は
ガ
ラ
ス
繊
維
や
カ
ー
ボ

ン
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
、
従
来
技
術

で
は
扱
え
な
か
っ
た
材
料
を
使
っ

て
ロ
ー
プ
に
す
る
な
ど
、
進
化
の

余
地
に
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
て

い
る
よ
う
で
す
。

を
持
た
な
い
同
社
が
ク
エ
ス
ト
ラ

イ
ン
を
完
成
さ
せ
た
背
景
は
何
だ

っ
た
の
か
。
さ
ら
に
詳
し
く
お
聞

き
し
ま
し
た
。

業
種
を
超
え
た
つ
な
が
り
で

業
界
の
閉
塞
感
を
打
破

　

ク
エ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
関
し
て
の

特
許
は
小
浜
製
綱
㈱
を
は
じ
め
、

資
材
用
ベ
ル
ト
メ
ー
カ
ー
な
ど
3

社
で
の
共
同
出
願
と
の
こ
と
。
自

社
だ
け
の
技
術
で
は
で
き
な
か
っ

た
と
振
り
返
り
ま
す
。
木
下
氏
は

さ
ら
に
こ
う
続
け
ま
す
。「
為
替

の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
以
前
に
比

べ
て
輸
出
競
争
力
は
な
く
な
り
、

業
界
全
体
が
い
わ
ゆ
る
衰
退
産
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
状
況

を
打
破
す
べ
く
、
同
じ
繊
維
関
連

業
界
で
の
横
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

周
囲
の
経
営
者
と
話
す
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
業
界
が
閉
塞
感
や
行
き

詰
ま
り
を
も
っ
て

い
る
こ
と
を
感

じ
る
、
と
同
氏
。

〝
開
発
は
遊
び
の

延
長
〞
と
冗
談
混

じ
り
に
笑
い
な
が

ら
も
、「
新
し
い

も
の
は
い
ろ
ん
な

業
界
の
自
由
な
ア

構
想
15
年

ロ
ー
プ
の
歴
史
に
一
石

　

こ
の
た
び
量
産
体
制
を
確
立
し

た
高
強
度
ロ
ー
プ
「
ク
エ
ス
ト
ラ

イ
ン
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
ロ
ー
プ

の
常
識
を
覆
す
構
造
を
実
現
さ
せ

た
も
の
で
す
。
撚
糸
の
よ
り
合
わ

せ
に
よ
っ
て
成
形
す
る
従
来
の
タ

イ
プ
と
違
い
、
直
線
的
に
引
き
揃

え
た
繊
維
の
束
を
織
物
で
包
み
込

ん
で
で
き
た
ス
ト
ラ
ン
ド（
小
縄
）

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
よ

り
合
わ
せ
た
場
合
に
比
べ
、
繊
維

そ
の
も
の
の
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
（
同
直
径
の
も
の
で
引

っ
張
り
強
度
が
約
2.5
倍
）
の
が
特

長
で
す
。

　
「
ロ
ー
プ
の
基
本
的
な
構
造
は
、

実
は
縄
文
時
代
か
ら
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
世
界
中
の
ロ

ー
プ
業
界
が
こ
の
発
想
か
ら
抜
け

出
せ
ず
に
こ
れ
ま
で
来
て
い
ま
し

た
。
ク
エ
ス
ト
ラ
イ
ン
の
構
造
を

発
想
と
し
て
思
い
つ
い
た
の
が
15

年
以
上
前
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
が
よ
う
や
く
こ
こ
数
年
で
形

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
」。

　

開
発
当
初
は
織
り
ム
ラ
が
で
き

る
な
ど
設
備
的
な
問
題
も
あ
り
、

量
産
が
困
難
だ
っ
た
と
も
話
す
木

下
氏
。
自
身
も
根
っ
か
ら
の
営
業

畑
出
身
な
上
に
、
専
門
の
開
発
部

漁で使う底引き用ロープから屋外遊具用、巨大タンカーを曳くための高強度のものまで、1944
年の創立からロープ一筋で高い全国シェアを誇る小浜製綱株式会社。今年４月、同社の開発した
高強度ロープ「クエストライン」が、これまでにない新しい構造を高く評価され、第27回「中
小企業優秀新技術・新製品賞」優秀賞を受賞しました。代表取締役の木下氏にお話を伺いました。
※木下氏本人の強い希望によりお写真の掲載を割愛させていただいています。

飛躍する経営者たち
福井県ゆかりのアグレッシブな経営者を取材。企業を成長へと導く秘訣
に迫ります。

第16回

木下 善裕 氏 ●小浜製綱株式会社　代表取締役

高強度ロープ「クエストライン」の開発
業種を超えた開発で常識を打破

第５回

□受賞対象名／受賞番号

　眼鏡 [ アイクラウドキッズ ]／ 15G010014
□受賞企業

　株式会社ハグ・オザワ ( 福井県 )  
□プロデューサー

　同社　代表取締役社長　小澤 英夫
□ディレクター

　同社　常務取締役　重久 能輝
□デザイナー

　同社　商品企画部　商品兼デザイン課長　安倍 誠吾

　『EYEs CLOUD kid’s（アイクラウドキッズ）』は、軽さと壊れにくさを実現するために、
素材にほ乳瓶や医療器具のカテーテルにも使われる弾性プラスチック「TR-90」を採用。非常
に軽く、しなやかで弾力があり、子どもが多少乱暴に扱ってもひび割れや破損等の危険を減らすこ
とができる。表面にコーティングや塗装をしていない為、万が一噛んでも安全。実は、子ども
用メガネの破損の多くは、金属製の鼻当て部分に集中していたため、弾性・柔軟性に優れた独
自のバネ構造「びょんびょんパッド」を採用した。また、「びょんびょんパッド」に加えてシリ
コン製パッドも付属。子どもの顔形や成長に合わせて選べるようにした。 テンプル（つる）は、
子どもの成長に合わせて長さの調整が可能。豊富なカラーバリエーションを含めたデザインの
多様さを持たせ、子どもがメガネに対して「かっこいい」「かわいい」「気持ちいい」と前向き
な気持ちになれるような商品となるよう展開した。

　ほ乳瓶に使用されている弾性プラスティックというのが、安

全性を理性でキャッチする。バネ構造の鼻パッドなどの配慮と、

子供用ながら 24 種のラインナップというのがメーカーサイドの

「メガネっておしゃれ」を具現化させている。

審査委員の評価

担当審査委員｜ 松田 朋春   遠山 正道   廣田 尚子   安西 葉子  
　　　　　　　 柳原 照弘   Hrridaysh Deshpande 

福
井
県
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
を
紹
介

眼鏡 [ アイクラウドキッズ ] 

株式会社ハグ・オザワ

2015年度グッドデザイン賞受賞

小浜製綱株式会社
HP：http://www.obamarope.co.jp/
所 在 地：小浜市多田3－10

資 本 金：5,000万円
従業員数：84名
事業内容：繊維ロープの製造、販売

新しく導入した強度試験機。
600KNまで測定できる業界日本一のもの。
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【（公財）ふくい産業支援センター賞】
Nゲージ電車制御プログラム
山崎 公貴くん（小学４年生）
レールの上を走る模型電車の運転（発
進、停止）を、IchigoJamを使って制御
した作品

information

　

毎
月
50
億
個
の
処
理
を
し
て
も

不
良
品
を
出
さ
な
い
高
い
品
質
管

理
。
女
性
や
高
齢
者
、
障
害
者
に

も
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
。
業
界
発
展
へ
の
技
術
普
及
活

動
。
な
ど
な
ど
、
こ
れ
ら
の
企
業

努
力
が
45
年
間
黒
字
の
優
良
経
営

や
、
退
職
率
の
低
さ
と
し
て
そ
の

ま
ま
か
た
ち
に
表
れ
て
い
る
清
川

メ
ッ
キ
工
業
株
式
会
社
。
さ
ら
に

は
、「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に

し
た
い
会
社
大
賞
」
最
高
賞
（
2 

0 

1 

5
年
）
や
、
経
産
省
「
お
も

て
な
し
企
業
選
」
へ
の
選
出
（
2 

0 

1 

4
年
）
な
ど
、
各
方
面
か
ら

の
高
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　
「
企
業
は
人
。
社
員
の
成
長
は

会
社
の
成
長
に
つ
な
が
る
」
と
い

う
信
念
の
も
と
、
創
業
50
周
年
を

迎
え
た
2 

0 

1 

3
年
、
社
員
自
身

が
こ
の
『
夢
貫
徹
五
訓
』
を
生
み
、

〝
自
由
な
る
創
意
の
結
果
が
、
大

い
な
る
未
来
を
拓
く
〞
と
い
う
同

社
の
打
ち
だ
す
企
業
理
念
と
顧
客

満
足
を
支
え
る
指
針
と
な
っ
て
い

ま
す
。

「
夢
貫
徹
五
訓
」

取
材
先
で
編
集
者
の
目
に
留
ま
っ
た
「
社
是
」「
社
訓
」「
経
営
理
念
」
を
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
そ
こ

か
ら
は
企
業
の
考
え
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
会
社
の
“
色
”
や
“
空
気
感
”
ま
で
伝
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

今
月
の
社
是

No.05

こどもだってプログラミング

PCNこどもプログラミングコンテスト　審査会レポート
PCN（プログラミング クラブ ネットワーク）とは…？
小学中学年から中学生までを対象に、福井県で開発・製造されているオリジナルパ
ソコン、IchigoJam（イチゴジャム）を教材に、プログラミングを教える集まり。
理髪店の一室を借りた鯖江教室から始まり、現在では他県・海外にまで広がりを見
せています。子どもたちがプログラミングについて学ぶ場を提供することで、ICT
リテラシーの向上を図ると同時に、ものづくりへの関心を高めることで、地域人材
の育成に寄与します。

【表彰式】
第 3回目となるPCN主催のプログラミングコンテスト『PCNこどもプロコン2015夏』。 2015年11月 8 日（日）、旧
鯖江地方織物検査所（現代アートセンター） にて表彰式が開催され、今回は最優秀
賞が 1作品、優秀賞が 1作品、協賛賞が13作品に贈られました。

　ふくい産業支援センターでは「地域資源の特長を活かし、従来とは違った形で活用することで、付加価値の
高い商品やサービスを生み出す」新たな取組みをご支援する『ふくいの逸品創造ファンド助成金』の事業計画
を募集します。

『ふくいの逸品創造ファンド助成金』公募のお知らせ

平成28年3月（交付決定日）～平成29年2月28日まで（原則・延長可）
募集期間

助成期間

募集概要

助成率・
助成限度額

平成28年1月13日（水）17：00必着

●恐竜ブランドビジネス化支援事業
●スポーツ・医療関連分野展開による新事業創出支援事業
●新たな土産品開発による『おもてなし』支援事業
●ウェアラブル端末関連分野展開による新事業創出支援事業
●地域資源を活用した新商品開発・販路開拓支援事業
　①一般・嶺南企業特別支援／②ふくいの産業遺産・手しごと承継／③事業承継／④海外展開
●嶺南地域活性化支援事業
●企業連携による産地競争力強化モデル事業

助成率１/２以内…助成限度額500万円
助成率２/３以内…助成限度額600万円　※取組み内容によって異なります。

※申請に必要な書類、交付要領、事業計画書の記入例など、詳しくはホームページ（http://www.fi sc.jp）を
ご覧ください。

《お問い合わせ先》

（公財）ふくい産業支援センター　ふるさと産業支援部
電話：0776－67－7406／FAX：0776－67－7429／E-mail：i-fund@fisc.jp

IchigoJamとは…初心者向けプログラミ
ング言語BASICを、現代風に復活させ
たこども用プログラミング専用パソコ
ン。テレビとキーボードをつなぐだけの
シンプル構造となっているため、安価
にプログラミングを学ぶことができる。

詳細はPCNのHP http://pcn.club/をご覧ください

【最優秀賞】
化石レーダー
永宮 正陽くん（小学６年生）
暗号を読み取って化石を発掘するゲー
ム。 オリジナリティが高く、シンプ
ルかつ完成度も高い作品。

PCNこどもプログラムコンテスト2015冬…応募締切：2016年２月29日（月）作品募集中
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新聞記事から集めた
県内企業の
新商品・新規事業

■収集期間：2015年10月１日～27年11月30日
■収集対象：福井新聞、日刊県民福井、日本経済新聞、朝日新聞、毎日新聞、読売新聞

当支援センターが収集している新聞記事の中から、県内企業の新商品・新規事業に関する記事をピックアップしました。

「○○が面白かった、ためになっ
た」、「△△をもう少し□□にした
らどうか」、「●●のテーマについ
て紹介して欲しい」、「▲▲会社が
やっている■■について取り上げ
て欲しい」など、本誌を読んだ感
想や、要望など、皆様のご意見を
お待ちしております。

皆様の声を
お聞かせ下さ

い！

編集後記

公益財団法人 ふくい産業支援センター　http://www.fi sc.jp/
総務部　TEL：0776－67－7414／FAX：0776－67－7419／E-mail：kouhou-g@fi sc.jp
〒910－0296  福井県坂井市丸岡町熊堂第3号7番地1－16（福井県産業情報センタービル内）

本誌に関するお問い合せは

本誌「F－ACT（ファクト）」を活用して会社をPRしよう！

企業情報メール便
販路開拓のチャンス！
本誌にチラシを同封できます

本誌では、企業情報メール便（チラシ同封
サービス）を毎号実施いたします。配送先
は、県内事業所約2,200社です。この機会に、
貴社の商品・サービスを幅広く紹介しませ
んか？

●次回実施号
VOL.17　２月25日発行予定
チラシ提出締切日： 2月19日（金）
チラシ2,200部をご提出
（持参または配送）ください。

●料金
同封するチラシ・パンフレットのサイズ 料金（税込）
Ａ4判以下のチラシ 8,400円

Ａ4判超～Ａ3判以下のチラシ
（二つ折にしてＡ4判以下のサイズにすること）

12,600円

Ａ4判以下のパンフレット（10ページ程度まで） 16,800円
※チラシ・パンフレット 1種類当たり 1回分の同封料金です。

ご利用を検討の方は、事前に、電話または電子メールにてご連絡ください。
1号につき約10社まで受け付けます。
なお、申込状況および掲載内容によりお断りする場合があります。

お問い合わせ先 （公財）ふくい産業支援センター　総務部　F－ACT編集室
TEL：0776－67－7414　e-mail：kouhou-g@fi sc.jp

　「先端産業」。言葉のイメージから
は大企業や国の機関が手掛けるよう
な壮大なもののように感じます。し
かし、一部分に限られた技術ではあ
っても、そこに特化し磨きをかける
ことで中小企業であっても、むしろ
中小企業だからこそ参入しやすい分
野であると取材を通して思い直しま
した。
　ただ新技術の実用化には10年以上
かかると言われます。今回取材させ
ていただいた誰しもが、実益につな
がるまでの時間の長さへの苦悩を打
ち明けてくださいましたが、その苦
しみをはるかに超える高いモチベー
ションをもち、代表者や担当者、技
術者が一体となって研究開発に取り
組む姿が印象的で、胸が熱くなりま
した。

　対談企画で両氏がお話していた通
り、オープンイノベーション推進機
構が発足するなど、先端産業参入へ
のバックアップ体制も整いつつあり
ます。その他にも勇気の出るメッセ
ージをたくさんいただけました。ま
たお二人は、まだ誌面には書けない
数々の計画があることも匂わせてい
らっしゃいました。ますます今後の
発展が楽しみな本県の先端産業分野
です。

本誌F－ACTはwebでもお読みいただけます。
お仕事での移動中や休憩中、社内で本誌の回覧が難しい場合などぜひご利用ください。
【公式ホームページ】http://www.fi sc.jp/fact
トピックスや企業事例、特集記事など、さまざまなコンテンツをコーナーに分けてご紹
介。pdf形式で誌面をダウンロードしていただくこともできます。

【食料品・飲料】
ハチミツを使った純米吟醸酒「華野精」を開発。もろみの中に蜜が詰まったミツバチの巣を丸ごと入れて発酵させた商品で、ハチミツには
抗菌作用があることから、風味を生かすために熱処理を施していないという。 朝日酒造（越前町）

野菜本来のうま味と甘みを引き出すだしパック「かんたん野菜料理のおだし」を開発。５種類の野菜を乾燥し、粉末にした商品で、水で５
分間煮出すだけで野菜にしっかりと味が染み込んだポトフなどができる。 川本昆布食品（敦賀市）

本県特産で糖度が高いミディトマト「越のルビー」を使った即席カップ麺「越のルビーラーメン」を商品化。レトルトの具として越のルビ
ーの３、４個分にあたる約100グラムを使用。出荷規格を外れた越のルビーも使い、生産者の所得向上も狙う。 JA福井県経済連（福井市）

三輪そうめん製造の池利（奈良県）とタイアップし、カボチャやトマトなどを麺に練りこんだ新感覚のうどんギフト「okuru（おくる）」を開発。
出産や結婚、内祝いの贈り物としてインターネット販売を始めた。 トライアド（越前市）

JR西日本とタイアップし、恐竜の肉をイメージした駅弁「恐竜めし」を発売。恐竜の肉をイメージした七面鳥の骨付き肉のほか、おにぎ
り３個に煮卵などが入り、包装紙には恐竜化石の絵柄をあしらい、恐竜王国福井をアピール。 番匠本店（福井市）

県内の酒造会社３社が統一コンセプト商品として、恐竜の骨格をデザインしたポップな共通ラベルの商品を売り出した。全国的に知名度が
高い恐竜をデザインした越前和紙のラベルを採用し、東京・銀座の高級日本料理店ほか、首都圏を中心に販路拡大を図る。

真名鶴酒造（大野市）
畠山酒造（南越前町）
片山酒造（越前市）

【繊維／衣服】
著名なファッションデザイナーと組み、コートとカーディガンの中間的なデザインの「コーディガン」を商品化。胸元と背中のストライプ
のラインに独自の反射する編み糸を使用し、ファッション性を高めながらも暗い場所で反射する安全性を確保したのが特徴。 丸仁（福井市）

【眼鏡】
人間国宝の越前和紙すき職人である岩野市兵衛氏の和紙を使った眼鏡枠を発売。つるの部分にステンドグラスのように和紙を貼り、樹脂で
固め、和紙の模様が光に透けて見えるのが特徴。 青山眼鏡（鯖江市）

手持ちの老眼鏡、ローネットグラスとして使えるルーペ「スウィングラス」を開発。２枚のレンズを重ねたルーペの状態からツマミを押す
とバネで跳ね上がり両目用のローネットグラスになる。TSUGI（鯖江市）がデザインした文庫本風のギフト箱を付けて販売する。 乾レンズ（鯖江市）

金融機関の窓口等に置いてある老眼鏡で、清潔でデザイン性に優れる置き眼鏡を商品化。蛍光灯などの光で反応する光触媒で表面加工し、
細菌類や臭い物質の除去する効果を高めた。 トライ－アングル（福井市）

【その他の製造業】
新ブランド「越前うすくち盃　ひらら」を立ち上げ。土の粒子をきめ細かくして強度を通常の1.6倍に高めた越前焼オリジナルの陶土を使用。
８窯元が器の厚みを薄くする技術「薄作り」を駆使して制作した21種類を販売する。 越前焼工業協同組合（越前町）

人間国宝の岩野市兵衛氏が漉いた和紙を組み合わせた文箱、名刺ケース等「THE　市兵衛」シリーズ４商品を開発。開発に当たり山口工芸
（鯖江市）、長田製紙所（越前市）の伝統工芸士も協力。 日和（越前市）

３次元積層で加工するチタン部品の製造受託を開始。積み上げたチタンの粉に電子ビームを当て、精巧な部品を作る設備を北陸の民間企業
では初導入。航空・宇宙や医療分野の受注に期待。 ヤマウチマテックス（福井市）

【商業／サービス／飲食】
自動梱包機と検品用の販売時点情報管理（POS）レジを組み合わせた新システムを、トッパン・フォームズ（東京都）、レンゴー（大阪府）
等と共同開発。作業の効率化、省力化を実現し、１日当たりの梱包処理能力は２倍以上に向上。 アップル流通（坂井市）

パーティーや野外コンサートなどの空間を多彩な光で彩る「BelloLite（ベローライト）」の販売とレンタルを開始。輸入総代理店として独
自にテーブルランプの越前和紙シェードを考案。今後は恐竜ブランド「ジュラチック」とのコラボレーション商品も企画中という。 アンジュール（福井市）

同社が食を担当する一乗谷朝倉氏遺跡に整備された「一乗谷レストラント」（福井市）が営業を開始。3500円、5500円、7000円の３コースで、
大根をフライにし、福井在来種の香辛料「地がらし」で食べる「福井おでん」など新しい福井の味を提供する。 開花亭（福井市）

会員制宝石店の同店は、「勝負パンツでプロポーズ大作戦」と銘打ち、婚約指輪を購入した人に漏れなくボクサーパンツを進呈するキャン
ペーンを開始。ボクサーパンツ専門店「ラーナニーニャ」（福井市）と連携して実施。 ジュエリー土屋（福井市）

【情報産業】
企業が内定を出した学生を入社までフォローするためのスマートフォン向けサービス「ちゃくちゃくリクルート」を開発。臨床心理士の指
導を受け、メンタル不調者を発見・予防し、入社辞退に悩む企業の需要に応える。 サーフボード（福井市）

県内生産のスラックスを低価格で発売。明林繊維（福井市）が企画したニット素材を使いラコーム（勝山市）が仕上げた。ネット通販の専
業企業であり、経費が少なくて済むため低価格を実現。自社サイトなどで販売する。 ドラフト（あわら市）

ネット通販でリピート顧客の獲得拡大を図るシステム「楽楽リピート」を開発。購入の見込客らに対応する自動配信メールと、購入後の情
報を分析する機能を組み合わせた顧客を逃さない仕組みにより、出店者の管理負担も軽減し、利益アップを後押しする。 ネットショップ支援室（福井市）

ふるさと福井サポートセンターが開発した空き家管理システムを、三谷商事が販売元となり全国販売へ。他社と違いを出すような「独自の
パッケージ」が欲しかった三谷商事とシステム拡大の人手が足りないという課題を持った両者が連携して実現。

三谷商事（福井市）
NPO法人ふるさと福井サポート
センター（美浜町）

　日頃より当誌をご愛読いただき、ありがとうご
ざいます。
　今回のF－ACTには読者の皆様へのアンケート
を同封しております。当誌が多くの方のお役に立
てるよう、内容へのご要望などをお伺いするもの
です。来年度以降の参考にさせていただきますの
で、何卒ご協力をお願いたします。

F－ACT読者アンケートに
ご協力をお願いいたします。
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経費削減のために有料広告を掲載しています。


